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DuMA ニュースレター                                  2020年 3月 23日 

複合災害 

 ２月３日のニュースレターで“複合災害”という話題を取り上げました。この時は新型コロナの事を念頭

に置きながら、大地震が積雪期に発生した場合の過去の事例を紹介しました。また火山噴火が山頂付

近の雪を溶かす事で発生する火山泥流の悲惨な被害の実例も紹介しました。 

 ３月２日のニュースレターでは、地震発生時等の避難所について、感染防止の観点から、津波浸水想

定地域以外では、可能ならご自宅で避難生活が行える事がベストであるという事をお伝えしました。 

 それは日本の避難所の状況が基本的に何十年も変わっておらず、体育館で雑魚寝という状況から脱

却できていないためです。最近ではダンボール製の簡易ベッド等も開発されていますが、プライバシー

確保の点では極めて不十分と言わざるを得ません。 

 

大手ダンボールメーカーのサイトより 

 

 感染症等については、これまでもインフルエンザやノロウイルス等で防疫対策を行わざるを得ない状

況もありましたが、優先順位は低いままでした。 

そして現在の新型コロナは確固とした治療法が存在しないという大きな違いがあります。地震等の災

害では避難が長期に渡る事があります。したがっていかに避難所に行かずに「在宅避難」、「自宅での

被災後の自活（サバイバル生活）」が出来るかを考えておく必要があります。その時に最も重要なのは、

実に当たり前な結論なのですが耐震強度の高い家に住むという事と、家具の転倒防止という事になりま

す。 

何ヶ月も体育館の避難所で暮らしている（暮らさざるを得ない）のは、親戚の家でも２−３日ならいいで

しょうが、１ヶ月も避難するという事は日本の住宅事情を考えますと現実的ではありません。そのために

好むと好まざるに関わらず避難所での生活を選ばざるを得ない状況なのだと思います。 
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フィリピンの避難所 

 １月１２日に DuMA/CSO も長年関与してきましたマニラ近郊のタール火山が噴火しました。次の写真

はフィリピンにおける避難所の内部です。日本に比べるとはるかに環境が良いと推察されます。 

 

 

タール火山近郊の避難所（AFP通信のウエブから） 

 

 ちなみに噴火したタール火山島には約８,０００名の住民が暮らしていた（実はこれは不法占拠）のです

が、不法占拠している人達の子供向けの小学校がきちんとあるのです。子供には責任は無いという考え

も日本とは違うようです。 
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中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

 ２月１７日のニュースレターに続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図です。現在、

Mタイプ地下天気図に再び青い地震活動静穏化が出現しています。次にお示しする地下天気図は３月

１９日時点の M タイプ地下天気図と L タイプ地下天気図です。 

 

 

 2018年の大阪北部地震の前の静穏化異常は M タイプでも L タイプでもほぼ共通した異常となってい

ましたが、現在の異常は M タイプのみで顕著である事、および異常の場所が少しずつ移動している事

から、大阪北部地震の前の時の異常より、確度が落ちる可能性が高いと考えています（確度が高い異

常とは M タイプでも L タイプでも同時に出現する異常です）。 
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